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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
平
成
最
後
の
新
年
を

心
も
新
た
に
お
迎
え
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
暮
れ
に
う
れ
し
い
ニ
ュ
ー

ス
が
届
き
ま
し
た
。「
お
も
て
な
し

日
本
一
の
埼
玉
県
を
目
指
し
て
」
と

銘
打
っ
た
県
の
お
も
て
な
し
大
賞
の

選
考
会
に
お
い
て
、
特
別
賞
を
観
光

　

会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
お
健
や
か
に
新
年
を
迎
え
ら

れ
た
こ
と
と
、
心
か
ら
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日
頃
か
ら
、

市
政
全
般
に
わ
た
り
、
深
い
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
わ
が
国
は
本
格
的
な
高

齢
社
会
に
突
入
し
、
本
市
に
お
き

案
内
グ
ル
ー
プ
が
受
賞
し
ま
し
た
。

年
間
を
通
じ
て
様
々
な
趣
向
を
凝

ら
し
た
事
業
や
観
光
ガ
イ
ド
の
永

年
の
実
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で

す
。
こ
の
受
賞
を
期
に
さ
ら
に
地

域
に
喜
ば
れ
る
よ
う
な
セ
ン
タ
ー

と
し
て
躍
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
は
第
3
次
中
期
5
ヵ

年
計
画
の
4
年
目
を
迎
え
ま
す
。
引

き
続
き
「
会
員
の
増
強
」、「
就
業
機

会
の
拡
大
」、「
安
全
就
業
の
徹
底
」

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
日
、
高
齢
者
の
働
き
方
も
従

来
の
請
負
就
業
か
ら
派
遣
就
業
や

職
業
紹
介
に
よ
る
就
業
な
ど
選
択

肢
も
増
え
て
き
て
お
り
ま
す
。
と

ま
し
て
も
4
人
に
1
人
が
65
歳
以

上
の
高
齢
者
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
、
高
齢
化
の
傾
向
は
続
く

こ
と
が
見
込
ま
れ
る
中
、
会
員
の

皆
様
に
は
、
健
康
で
生
き
が
い
あ

る
生
活
を
維
持
し
、
長
年
培
っ
て

こ
ら
れ
た
豊
富
な
知
識
や
経
験
、

優
れ
た
技
術
を
活
か
し
て
、
活
力

あ
る
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
頂

い
て
お
り
ま
す
。

　

長
年
に
わ
た
り
、
貴
セ
ン
タ
ー

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
多
く
の
会

員
の
方
々
が
幅
広
い
分
野
に
活
躍

を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
こ
と

り
わ
け
シ
ル
バ
ー
派
遣
は
、
今
後

も
適
正
就
業
の
観
点
か
ら
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
高

齢
世
帯
へ
の
生
活
援
助
、
現
役
世

代
へ
の
育
児
支
援
や
自
治
体
で
問

題
と
な
っ
て
い
る
空
き
家
対
策
な

ど
へ
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

が
果
た
す
役
割
は
、
益
々
増
え
る

と
予
想
さ
れ
ま
す
。
市
、
関
連
団

体
と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
地

域
社
会
に
貢
献
し
て
ま
い
り
た
い

と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ま
だ
就
業
に
つ
け
な
い

会
員
に
つ
き
ま
し
て
も
、
昨
年
、

地
区
長
、
班
長
な
ど
の
協
力
に
支

え
ら
れ
「
出
張
就
業
相
談
会
」
を

は
、
地
域
社
会
の
活
性
化
の
み
な

ら
ず
、
会
員
の
皆
様
の
生
き
が
い

づ
く
り
、
健
康
増
進
、
地
域
の
皆

様
と
の
交
流
に
も
つ
な
が
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
、
地
域
に

お
い
て
貴
セ
ン
タ
ー
が
果
た
し
て

い
る
役
割
は
、
本
市
に
と
っ
て
大

変
大
き
な
も
の
で
あ
り
、
今
後

益
々
重
要
な
も
の
に
な
る
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
来
年
に
迫
っ
た
東
京

2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
向
け

て
も
、
観
光
ガ
イ
ド
を
は
じ
め
多

く
の
会
員
の
方
々
が
、
ご
活
躍
さ

開
催
し
ま
し
た
が
、
会
員
と
直
接

面
談
す
る
こ
と
に
よ
り
個
々
の
就

業
希
望
や
健
康
状
態
な
ど
の
把
握

が
で
き
、
そ
の
成
果
を
実
感
し
て

お
り
ま
す
。
引
き
続
き
開
催
し
て

ま
い
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
公
共
業

務
の
応
募
者
が
集
中
す
る
業
務
に

つ
き
ま
し
て
は
、
就
業
継
続
期
間

の
見
直
し
を
実
施
し
、
よ
り
多
く

の
会
員
が
就
業
機
会
を
得
ら
れ
る

よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
ま
し
て
、
会
員

の
皆
様
方
の
益
々
の
ご
活
躍
と
、

ご
家
族
の
皆
様
の
ご
多
幸
を
お
祈

り
し
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

れ
る
も
の
と
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
5
月
に
改
元
が
予
定

さ
れ
、
平
成
に
終
わ
り
を
告
げ
、

新
た
な
時
代
が
幕
を
開
け
ま
す
。

今
後
も
、
貴
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を

図
り
な
が
ら
、
高
齢
者
の
就
業
機

会
の
拡
大
と
生
き
が
い
の
増
進
に
、

よ
り
一
層
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
会
員
の
皆
様
の
ご
健

勝
ご
多
幸
と
貴
セ
ン
タ
ー
の
益
々

の
ご
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、

新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

川越市長
川 合 善 明

理事長
芦 沢 義 男
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指
定
管
理
者
と
し
て
市
か
ら
管

理
業
務
の
委
託
を
請
け
て
い
る
高

階
北
老
人
憩
い
の
家
に
お
い
て
、

10
月
10
日
（
水
）
に
高
階
北
小
学

校
の
児
童
と
同
施
設
利
用
者
と
の

囲
碁
、
将
棋
、
オ
セ
ロ
に
よ
る
第

1
回
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
交
流
会
は
好
評
で
、
学
校

側
の
要
請
を
受
け
て
、
そ
の
後
も

毎
月
1
回
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

第
3
次
中
期
5
ヵ
年
計
画
に

「
地
域
社
会
と
の
共
生
」
も
盛
り

込
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
今
回
は
地

域
社
会
と
の
共
生
に
協
力
し
た

ケ
ー
ス
で
す
が
、
今
後
も
積
極
的

に
セ
ン
タ
ー
と
し
て
地
域
社
会
と

の
交
流
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
の
地

区
会
議
が
、
別
表
の

と
お
り
開
催
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　

各
地
区
で
は
、
現

在
、
開
催
に
向
け
て

地
区
長
が
中
心
と

な
っ
て
班
長
、
副
班

長（
設
置
地
域
の
み
）

及
び
地
区
担
当
理
事

が
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

　

こ
の
地
区
会
議
の

開
催
意
義
は
、
①
事

業
の
進
捗
状
況
を
報

告
す
る
。
②
会
員
か

ら
の
要
望
や
意
見
を

聞
き
、
今
後
の
事
業

運
営
に
い
か
す
。
③

同
じ
地
域
に
住
む
会

員
同
士
が
親
し
く
交

流
す
る
。
な
ど
セ
ン

タ
ー
で
は
重
要
な
会

議
と
位
置
づ
け
て
い

ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
、
お

誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
多
数
ご
参
加
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

11
月
12
日
（
月
）
長
岡
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
女
性
部
会
員
14
名
が
、
当
セ
ン
タ
ー
の

女
性
会
員
の
入
会
促
進
や
仕
事
の
開
拓
な
ど
を

視
察
目
的
に
来
訪
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
芦
沢
理
事
長
や
女
性
活

躍
推
進
委
員
の
女
性
理
事
が
出
席
し
、
宮
下
事

務
局
長
が
事
業
運
営
状
況
を
説
明
し
た
後
、
意

見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

長
岡
市
シ
ル
バ
ー
は
、
会
員
数
、
事
業
実
績

と
も
当
セ
ン
タ
ー
を
上
回
っ
て
お
り
、
和
や
か

に
意
見
交
換
を
行
う
中
で
、
会
員
入
会
手
続
き

の
違
い
や
、
女
性
部
会
の
活
動
内
容
は
当
セ
ン

タ
ー
に
と
り
大
変
参
考
と
な
り
ま
し
た
。

　

昨
年
に
引
き
続
い
て
10
月
16
日（
火
）に
、「
地

域
経
済
の
活
性
化
」
を
目
的
と
し
て
ロ
シ
ア
欧

露
部
か
ら
選
ば
れ
た
企
業
経
営
者
や
そ
の
関
係

者
総
勢
30
名
が
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事

業
の
視
察
研
修
の
た
め
、
当
セ
ン
タ
ー
を
来
訪

さ
れ
ま
し
た
。

　

研
修
で
は
、
シ
ル
バ
ー
事
業
の
概
要
を
説
明

し
た
の
ち
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
世
界
で
も
例

の
な
い
こ
の
事
業
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
出

席
さ
れ
た
方
々
か
ら
、
運
営
費
の
念
出
や
未
就

業
者
へ
の
対
応
、
事
業
運
営
上
の
問
題
点
な
ど

様
々
な
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

高
階
北
老
人
憩
い
の

家
で
児
童
と
交
流

地区会議開催日程決まる

盛り上がり期待　ふるって参加を

長
岡
市
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
か
ら
来
訪

ロ
シ
ア
か
ら視

察
団
来
訪
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2月 4 日（月） 霞ヶ関地区 13：30 伊勢原公民館（学習室1・2号、会議室、講座室、集会室、休養室）
2月 7 日（木） 南古谷地区  9：30 東部地域ふれあいセンター（会議室1・2）
2月12日（火） 芳野・古谷地区 13：30 農業ふれあいセンター（研修室兼視聴覚室）
2月14日（木） 東地区 13：30 中央公民館（3階軽体育室）
2月15日（金） 名細地区 13：30 名細市民センター（多目的ホール、会議室1号）
2月18日（月） 北・山田地区  9：30 北公民館（会議室1号・2号）
2月19日（火） 西地区 10：00 シルバー人材センター（第1・2・3会議室）

2月20日（水）
 福原地区  9：30 南文化会館ジョイフル（第4会議室）

 南地区 13：30 南公民館（ウェスタ川越内）講座室1・2号
2月23日（土） 大東地区 13：00 大東市民センター（多目的室）
2月25日（月） 高階地区 13：00 高階公民館（講座室1・2・3、和室1・2号、体育室全面）

日　程 地区名 開会時間 会　場

児童との交流会
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第
3
回
目
と
な
り
ま
す
出
張
相

談
会
は
、
去
る
12
月
12
日
（
水
） 

9
時
か
ら
北
部
地
域
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
、
北
・

山
田
地
区
の
地
区
長
、
班
長
さ
ん

や
多
く
の
関
係
者
の
ご
協
力
を
い

た
だ
き
4
名
の
相
談
者
が
あ
り
ま

し
た
。
課
題
で
あ
り
ま
す
就
業
機

会
の
拡
大
、
就
業
率
の
向
上
を
め

ざ
し
、
今
後
も
セ
ン
タ
ー
よ
り
遠

隔
な
地
区
に
出
向
き
実
施
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

次
回
4
回
目
は
名
細
公
民
館

　

最
近
の
会
員
数
の
伸
び
悩
み
を

改
善
す
る
目
的
で
、
こ
れ
ま
で
の

石
原
町
事
務
所
で
開
催
し
て
い
る

定
例
の
入
会
説
明
会
と
は
別
に
、

よ
り
交
通
の
利
便
性
の
良
い
ウ
ェ

ス
タ
川
越
内
の
南
公
民
館
で
11
月

8
日
（
木
）
に
出
張
入
会
説
明
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

前
日
、
定
例
の
入
会
説
明
会
を

開
催
し
た
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
30

名
も
の
参
加
者
を
得
ま
し
た
。
特

　

適
正
就
業
基
準
で
は
、
就
業
継

続
可
能
期
間
を
、
公
共
・
民
間
を

問
わ
ず
5
年
を
限
度
と
定
め
て
い

ま
す
。
こ
の
基
準
は
14
年
前
に
適

正
・
公
平
な
就
業
を
目
指
し
て
定

め
た
も
の
で
す
が
、
定
め
た
当
時

の
会
員
数
1
、9
4
1
人
と
比
較
し

て
、現
在
で
は
、会
員
数
2
、5
0
0

人
と
約
5
6
0
人
増
加
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
一
部
の
公
共
業
務
の

公
募
で
は
、
一
人
の
募
集
に
対

し
、
10
名
以
上
の
応
募
が
あ
り
、

（
名
細
市
民
セ
ン
タ
ー
内
）
で
開

催
し
ま
す
。

　

3
月
19
日
（
火
）
9
時
〜
11
時

30
分
、
予
約
不
要

　
《
就
業
情
報
で
見
つ
け
た
、
気

に
な
る
仕
事
が
あ
る
ん
だ
け
ど
…

と
思
っ
た
方
は
是
非
来
場
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
》

※
毎
週
木
曜
日
9
：
00
〜
11
：
30

「
就
業
相
談
会
」
を
セ
ン
タ
ー

内
、
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
開
催
し

て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

に
、
女
性
の
参
加
者
が
多
く
見
受

け
ら
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
よ
い
結
果
を
受
け
て
、

こ
の
出
張
入
会
説
明
会
の
2
回
目

を
3
月
5
日
（
火
）
に
同
じ
会
場

で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　

会
員
皆
さ
ん
の
周
囲
で
、
会
員

対
象
と
な
り
そ
う
な
方
が
い
ら
し

た
ら
、
是
非
、
入
会
説
明
会
へ
の

参
加
声
掛
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
総
務
委
員
会　

荻
島
）

ウェスタ川越での出張入会説明会

各
地
区
で
好
評

出
張
就
業
相
談
会
開
催

リ
ー
ダ
ー
・　

サ
ブ
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
開
く

平　成
30年度

普
通
救
命
講
習
Ⅰ

　

平
成
30
年
第
2
回
目
と
な
り
ま

す
委
嘱
式
と
研
修
会
が
11
月
6
日

（
火
）
セ
ン
タ
ー
会
議
室
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

な
か
な
か
希
望
に
応
じ
き
れ
な
い

の
が
実
情
で
す
。

　

少
し
で
も
多
く
の
会
員
に
就
業

機
会
が
提
供
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
公
共
業
務
の
う
ち
就
業
希

望
者
の
多
い
業
務
に
つ
い
て
は
、

本
年
4
月
1
日
以
降
の
就
業
者
か

ら
、
就
業
継
続
可
能
期
間
を
3
年

に
短
縮
す
る
こ
と
と
し
ま
す
。
こ

の
短
縮
す
る
業
務
に
つ
い
て
は
、

公
募
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま

す
。　
　
（
就
業
適
正
化
委
員
会
）

ウ
ェ
ス
タ
川
越
で

出
張
入
会
説
明
会

就
業
継
続
期
間
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

芦
沢
理
事
長
よ
り
委
嘱
書
の
授

与
が
あ
り
続
い
て
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。
セ
ン
タ
ー
の
事
業
概
況
を

宮
下
事
務
局
長
が
報
告
し
、
研
修

会
は
千
代
田
副
理
事
長
（
就
業
対

策
委
員
長
）
か
ら
「
仕
事
別
グ

　心のこもった接遇でクレー
ムの削減、より一層の接遇向
上をめざして3月26日（火）
13時30分よりセンターにて
開催します。
　定員40名（先着順）、是非
多くの方のご参加をお待ちし
ております。

ル
ー
プ
の
確
か
な
運
営
を
め
ざ
し

て
」
の
要
点
・
要
領
を
テ
ー
マ
に

行
い
、
質
疑
応
答
を
経
て
研
修
会

は
終
了
し
ま
し
た
。

日　

時
：
平
成
31
年
1
月
28
日
（
月
）

　

①
9
時
〜
12
時　

②
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

　

※
各
回
と
も
同
じ
内
容
で
す
。

場　

所
：
川
越
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
第
2
・
3
会
議
室
）

定　

員
：
①
・
②
と
も
各
回
20
名
（
先
着
順
）

申
込
期
限
：
平
成
31
年
1
月
24
日
（
木
）
ま
で

申
込
先
：
川
越
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

電
話 

0
4
9
-2
2
2
-2
0
7
5  

F
A
X 

0
4
9
-2
2
2
-8
9
7
3
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刈
払
機
講
習
会

　

11
月
28
日
（
水
）
午
前
9
時
か

ら
午
後
4
時
迄
、
刈
払
機
取
扱
作

業
者
研
修
会
が
川
田
主
任
を
講
師

と
し
30
人
も
の
方
々
が
参
加
さ
れ

ま
し
た
。

　

配
布
資
料
を
も
と
に
刈
払
機
の

知
識
・
作
業
知
識
・
点
検
整
備
・

振
動
障
害
・
法
令
等
の
講
習
が
あ

り
ま
し
た
。
屋
外
の
実
技
演
習
で

は
服
装
・
作
業
前
の
準
備
・
各
部

自
転
車
講
習
会

　

11
月
27
日
（
火
）
川
越
警
察
署

交
通
課
よ
り
指
導
員
4
名
を
お
招

安全巡回

刈払機講習会

ときも体力測定参加者募集

「気をつけよう 事故と安全 紙一重」
毎月1日は

安全の日
　

10
月
25
日（
木
）安
全
委
員
2
班

6
名
で
安
全
巡
回
を
行
い
ま
し
た
。

第
1
班 

①
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
コ
ン

シ
ュ
ー
マ
ー
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

（
株
）
部
品
の
仕
分
け
、
分
別

業
務

 

② 

個
人
宅
の
植
木
せ
ん
定
作
業

第
2
班 

①
埼
玉
医
大
医
療
セ
ン

タ
ー
駐
車
場
案
内
業
務
2
ヵ

所

 

② 

千
足
（
リ
サ
イ
ク
ル
業
務
）

 

　

 

返
品
書
類
の
解
体
業
務

　

4
ヵ
所
の
就
業
現
場
へ
訪
問

し
「
安
全
就
業
確
認
表
」
を
も
と

に
作
業
現
場
で
の
就
業
者
の
安
全

意
識
の
聴
取
や
安
全
就
業
の
現
場

　いきいきと元気に過ごせるよう、体の柔軟
性、バランス能力、筋肉量などの体力測定をし
てみませんか?

開催日時 平成31年3月20日（水）
 午後2時～午後4時
開催場所 ウェスタ川越　活動室1・2
主　　催 川越市健康づくり支援課
内　　容 問診・体力測定・血管年齢測定
 体組織測定（体脂肪や筋肉）ほか
服装・持ち物
 動き易い服装・スニーカー・汗拭き
 タオル・水分補給のための飲み物
シルバー会員の参加申込先
 川越市シルバー人材センター事務局
（注意）主催は川越市となります。当日は川越市
民も参加します。

安全就業ワ
ッペン

　　必ず着
用しよう!!

確
認
を
行
い
、
そ
れ
ぞ
れ
適
切
に

対
応
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

区分 平成29年度 平成30年度 増減

傷害 7件 16 件 ＋ 9件

賠償 3件 7件 ＋ 4件

計 10 件 23 件 ＋ 13 件

平成30年度
12月末現在事故状況 安

全
巡
回
で
事
故
防
止

点
検
・
エ
ン
ジ
ン
始
動
停
止
・
模

擬
刈
払
等
の
実
技
を
行
い
ま
し
た
。

き
し
、
自
転
車
乗
り
方
講
習
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

埼
玉
県
下
の
全
交
通
事
故
死
の

う
ち
自
転
車
に
よ
る
死
亡
者
数
は

45
人
で
全
体
の
30
％
。
危
険
予

測
、
安
全
確
認
が
重
要
で
「
ル
ー

ル
を
守
っ
て
安
全
運
転
を
」
と
の

話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
川

越
警
察
の
指
導
の
も
と
、
屋
外
の

模
擬
コ
ー
ス
の
中
を
参
加
者
全
員

で
自
転
車
の
正
し
い
乗
り
方
を
体

験
し
ま
し
た
。

自転車講習会
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10
月
27
日
、
28
日
に
開
催
し
、

来
場
者
が
昨
年
よ
り
5
割
増
え

3
0
0
人
を
超
え
て
盛
況
に
終
わ

り
ま
し
た
。
会
員
以
外
の
一
般
市

民
が
1
7
7
人
と
60
％
近
く
を
占

め
た
の
は
「
地
域
の
ま
つ
り
」
と

し
て
広
が
り
を
見
せ
は
じ
め
た
証

で
す
。
今
後
さ
ら
に
「
地
域
の
ま

つ
り
」
と
し
て
発
展
さ
せ
る
た
め

に
「
会
員
作
品
展
」
か
ら
「
シ
ル

バ
ー
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
へ
と
名

　
「
か
わ
ご
え
産
業
フ
ェ
ス
タ
」

が
11
月
10
日
、
11
日
の
2
日
間

ウ
ェ
ス
タ
川
越
の
広
場
で
開
催
さ

れ
当
セ
ン
タ
ー
も
参
加
し
、
事
業

Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

テ
ン
ト
一
張
に
十
若
会
の
小
物

販
売
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
配
布
、

入
会
説
明
会
へ
の
参
加
希
望
者
を

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　

2
日
間
と
も
好
天
に
恵
ま
れ
、

多
数
の
来
場
者
で
大
に
ぎ
わ
い
で

し
た
。

　

13
回
目
を
迎
え
る
女
性
交
流

会
、
今
年
も
ウ
ェ
ス
タ
川
越
内

の
南
公
民
館
で
開
催
し
ま
す
。

毎
回
好
評
の
パ
ワ
ー
あ
ふ
れ
る

就
業
体
験
に
、
再
度
要
望
の

あ
っ
た
菊
地
友
子
講
師
に
よ
る

歌
体
操
を
行
い
ま
す
。
体
を
ほ

ぐ
し
た
り
、
友
人
と
の
情
報
交

換
を
す
る
な
ど
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
共
に
過
ご
し
ま
せ
ん
か
。

　

こ
れ
か
ら
は
高
齢
者
が
光
り

輝
く
時
代
で
す
。
仕
事
に
よ
り

　

10
月
18
日
の
午
前
、
好
天
に
恵

ま
れ
た
秋
空
の
も
と
、
総
勢
約
80

名
が
6
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
清
掃

開
始
。
行
き
交
う
市
民
と
、「
お

生
き
が
い
が
生
ま
れ
、
仲
間
と

の
会
話
が
生
ま
れ
ま
す
。
健
康

を
維
持
し
よ
う
と
す
る
意
識
も

高
ま
り
ま
す
。
女
性
会
員
の
拡

大
に
あ
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
企

画
を
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
。当
日
は
会
員
は
も
ち
ろ
ん
、

会
員
以
外
の
方
も
大
歓
迎
で

す
。
お
友
達
を
お
誘
い
合
わ
せ

て
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
女
性
活
躍
推
進
委
員
会　

内
田
）

は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」
の
挨
拶
を

笑
顔
で
交
わ
し
つ
つ
前
進
、
と
に

か
く「
気
持
ち
よ
い
朝
」が
第
一
印

象
で
、市
民
の
川
越
ま
つ
り
に
向

け
た
意
気
込
み
と
弾
む
心
が
伝
わ
っ

て
く
る
よ
う
な
雰
囲
気
で
し
た
。

　

笑
顔
で
挨
拶
を
返
し
て
く
れ
る

心
の
ふ
れ
あ
い
を
感
じ
な
が
ら
の

清
掃
で
し
た
。

　

そ
し
て
、
ご
苦
労
様
で
す
と
ね

ぎ
ら
い
の
言
葉
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
れ
以
上
嬉
し
い
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。
活
動
に
参
加
し
て
い

た
だ
い
た
皆
様
に
深
く
感
謝
い
た

し
ま
す
。
来
年
も
大
勢
の
皆
さ
ん

の
参
加
を
お
持
ち
し
て
い
ま
す
。

（
広
報
委
員
会　

佐
々
木
）

多
数
の
市
民
も
参
加

シ
ル
バ
ー
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

清掃ボランティア

ウェスタ川越での産業フェスタ

シルバーふれあいまつりの会員作品展

称
を
変
更
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
、

よ
り
一
層
た
く
さ
ん
の
皆
様
に
参

加
し
て
い
た
だ
け
る
市
民
参
加
型

の
ま
つ
り
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。
今
回
も
た
く
さ
ん
の
会
員
の

皆
様
の
ご
協
力
が
大
き
な
力
と
な

り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。
次
回
も
ご
協
力
の
程
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
も
、

作
品
展
・
囲
碁
教
室
・
野
菜
直

売
・
サ
ロ
ン
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ

ト
・
同
好
会
募
集
案
内
コ
ー

ナ
ー
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
・
ス
ー

パ
ー
ボ
ー
ル
と
充
実
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
次
回
は
さ
ら
に
新
た
な

企
画
に
挑
戦
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
意
見
ご
提

案
を
い
た
だ
き
た
く
重
ね
て
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

女
性
交
流
会
開
催

産
業
フ
ェ
ス
タ

3月8日
（金）

清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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制
服
の
価
格
に
つ
い
て

矢
野
俊
光
様 

（
　
西
　
1
班
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
し
ま
す
。

訃
　
報

　

1
1
9
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、
メ
ッ
シ
ュ
帽
が
変
わ
り
ま
す
。

色
や
デ
ザ
イ
ン
も
新
し
く
な
り
、
さ

ら
に
丈
夫
な
物
に
な
り
ま
し
た
。

●
セ
ン
タ
ー
の
掲
示
板
に
て
。

●
別
添
「
就
業
情
報
一
覧
」
に
て
。

　

平
成
31
年
３
月
31
日
で
就
業
満
了
会
員
の
で
る
業
務
に
つ
い
て
、

次
の
要
領
で
募
集
し
ま
す
。

１　

募
集
業
務 
※
詳
細
は
添
付
「
就
業
情
報
一
覧
」
を
参
照

２　

募
集
期
間 
１
月
29
日
（
火
）〜
２
月
4
日
（
月
）
ま
で

３　

面
談
日 

平
成
31
年
２
月
15
日
（
金
）

４　

採
否
通
知 

２
月
末
頃

５　

就
業
開
始 

平
成
31
年
４
月
１
日
以
降
の
就
業
予
定
日
か
ら

６　

応
募
方
法 

① 

セ
ン
タ
ー
内
に
詳
し
い
業
務
内
容
・
人
員
・
就

業
場
所
を
表
示
し
ま
す
。

 
 

② 

希
望
者
は
内
容
を
確
認
し
て
、
事
務
所
に
あ
る

応
募
用
紙
に
記
入
し
就
業
相
談
コ
ー
ナ
ー
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

応
募
に
際
し
、
就
業
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
９
時
〜
16
時
）
を
設
け
ま

す
の
で
、
不
明
な
点
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

税金等の取扱いに関して

　会員の皆様に支払われる配分金は税
法上「雑所得」に区分されます。雑所
得の金額は、原則として65万円の必要
経費が控除されますが、年間収入の内
容（配分金のみ、配分金＋公的年金、
配分金＋給与収入など）により、所得
税の計算式が異なりますので、詳細は
川越税務署へお問い合わせください。
また、派遣・職業紹介でお仕事を
されている方は配分金と扱いが
違いますのでご注意ください。

川越税務署
☎ ０４９（２３５）９４１１
　なお、１月中旬以降に、事務局より
配分金支払証明書（平成30年１月～
12月支払分）を送付いたします。

●
荻
野　

将
信

●（
社
福
）
川
越
市
社
会
福
祉
協
議
会

賛
助
会
員（
新
入
会
）

　
緊
急
に
欠
員
が
出
た
場
合

　
　
①
募
集
掲
示
板
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
ご
案
内
し
ま
す
。

　
　
②
応
募
者
の
中
か
ら
、
面
談
で
決
定
し
ま
す
。

募
集
　
公
共
的
業
務

募
集
　
民
間
業
務

事業実績（受注件数）

30/9 30/10 30/11

公　 共 78 85 89

公社公団 14 17 16

民間事業所 352 360 338

独自事業 41 107 114

一般家庭 216 277 283

計 701 846 840　

事業実績（契約金額） （単位：千円）

月　別 30/9 30/10 30/11
前年度 82,646 86,879 85,982
当年度 80,086 87,544 85,685
前年比 96.9% 108.8% 99.7%

累　計 30/9 30/10 30/11
前年度 491,156 578,035 657,595
当年度 483,970 571,515 657,199
前年比 98.5% 98.9% 99.9%

退
職
職
員
紹
介

新
職
員
紹
介

異
動
職
員
紹
介

六
本
木
　
聡（
業
務
・
民
間
事
業
担
当
） 

【
平
成
30
年
10
月
31
日
付
】

坂
本
　
清
孝（
業
務
・
個
人
家
庭
担
当
） 

【
平
成
30
年
12
月
31
日
付
】

引
地
　
政
則（
庶
務
係
） 

【
平
成
30
年
12
月
1
日
付
】

河
東
　
秀
実（
業
務
・
民
間
業
務
担
当
） 
【
平
成
30
年
11
月
1
日
付
】

　
事
務
局
職
員
の
異
動

メ
ッ
シ
ュ
帽 

９
０
０
円

布
帽
子 

5
5
0
円

腕
章 

5
0
0
円

ベ
ス
ト 

1
5
0
0
円

　

カ
メ
ラ
付
携
帯
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど

の
バ
ー
コ
ー
ド
読
み
取
り
機
能
を
使
っ
て
、
こ
の

Q
R
コ
ー
ド
を
読
み
取
る
と
、
川
越
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
の
就
業
情
報
一
覧
を
ご
覧
い
た
だ

け
ま
す
。（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
同
じ
内
容
で
す
）

就職情報
QRコード

1
月
分
…
2
月
25
日（
月
）

2
月
分
…
3
月
25
日（
月
）

3
月
分
…
4
月
25
日（
木
）

4
月
分
…
5
月
27
日（
月
）

配分金支払日
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第60回記念ゴルフコンペ
（熊谷ゴルフクラブにて）

①
募
集
内
容

　

◎
俳
句　

◎
川
柳　

◎
短
歌

　

◎
絵
て
が
み　

◎
ス
ケ
ッ
チ

　

◎
写
真
（
２
Ｌ
以
下
）

　
（
公
序
良
俗
に
反
し
な
い
）

　

◆
会
報
の
ご
意
見
も

②
締
切
日

　

◎
2
月
末
日　

郵
送
可

　 

4
月
発
行
号
に
ふ
さ
わ
し
い

作
品
を
募
集
し
ま
す

③
宛
先

　

セ
ン
タ
ー
内
広
報
委
員
会
宛

④ 

掲
載

　

可
能
な
限
り
掲
載
し
ま
す
。

　

広
報
委
員
会
に
一
任
を
。

※
作
品
は
不
返
。
コ
ピ
ー
を
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
「
シ
ル

バ
ー
か
わ
ご
え
」
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

う
れ
し
い
こ
と
に
川
越
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
観
光
案
内

グ
ル
ー
プ
が
第
6
回
埼
玉
県
お
も

て
な
し
大
賞
特
別
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
観
光
ガ
イ
ド
活
動
を
32
年

間
続
け
、
近
年
で
は
外
国
人
観
光

客
を
含
め
、
年
間
5
4
0
件
以
上

の
ガ
イ
ド
を
実
施
。「
伝
説
妖
怪

ナ
イ
ト
ツ
ア
ー
」
な
ど
川
越
の
新

し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト
を
P
R
す
る

イ
ベ
ン
ト
を
年
間
6
回
開
催
す
る

な
ど
、
今
ま
で
の
活
動
が
認
め
ら

れ
、
市
の
観
光
行
政
に
大
い
に
貢

献
し
て
い
ま
す
。　
　
　
（
内
田
）

〈
南
５
班
〉
髙
瀨 

チ
エ
子

店
蔵
の
土
間
に
ひ
と
す
じ
初
明
り

正
月
の
下
駄
音
連
れ
し
町
小
江
戸

水
底
の
晴
れ
て
亀
浮
く
初
不
動

初
弥ミ

撒サ

の
ベ
ー
ル
に
そ
っ
と
引
く
ル
ー
ジ
ュ

面
と
れ
ば
を
さ
な
顔
な
り
初
神
楽

俳
句

〈
南
５
班
〉
髙
瀨 

チ
エ
子

あ
ら
た
ま
の
氷
川
の
杜
に
鳥
の
声

　

若
水
汲
む
を
み
ど
り
あ
ふ
る
る

初
日
受
く
潮
音
殿
に
風
少
し

　

安
き
を
願
ふ
人
の
満
ち
く
る

輪
を
な
し
て
「
餅
つ
き
踊
り
」
の
黄
の
襷

　

杵
を
高
く
に
言こ

と
　
ほ祝

ぎ
あ
へ
り

短
歌

　

今
回
は
ゴ
ル
フ
愛
好
会
を
紹
介
し
ま
す
。
去

る
9
月
12
日
に
第
60
回
を
迎
え
ま
し
た
。
1
年

に
4
回
の
開
催
で
す
の
で
、
15
年
間
続
け
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

年
4
回
の
コ
ン
ペ
は
季
節
も
考
え
て
毎
回
異

な
る
コ
ー
ス
で
開
催
し
て
い
ま
す
。
第
60
回
大

会
は
、
桜
・
梅
・
ケ
ヤ
キ
・
百
日
紅
・
ヒ
マ
ラ

ヤ
杉
な
ど
四
季
折
々
の
木
に
囲
ま
れ
た
荒
川
河

川
敷
に
あ
る
林
間
コ
ー
ス
で
、
25
名
の
メ
ン

バ
ー
が
参
加
さ
れ
、
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

体
を
動
か
し
、
同
好
の
志
と
語
ら
い
な
が
ら
、

身
体
的
に
も
精
神
的
に
も
健
全
で
末
長
く
続
け

ら
れ
る
よ
う
希
望
し
て
い
ま
す
。

連
絡
先　
（
2
2
5
）
6
1
3
0 

福
井



同
好
会
だ
よ
り

〈
南
４
班
〉

斉
藤 

八
重
子

絵
て
が
み

〈
南
古
谷
３
班
〉
仲
野 

国
男

写
真

ダルマの視線
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